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＊ＮＰＯ子どもアミーゴ西東京＊ 

 

アミーゴの活動の柱は北原学童クラブ(以下北原学童)の運営。北原学童は、西東
京市で初の公設民営の学童だ。 
北原学童の運営がアミーゴに委託されたことで子どもや親、指導員の思いが実現

しやすくなった。例えば学童の開所時間は通常は 18:00までだが、北原学童は 19:30
まで延長できる。学校休業日は 8:00 から開所することで、親が仕事に出た後、子
どもだけで過ごす時間を短くした。また、おやつはできるだけ手作りにし、子ども

達の様子を伝える通信も月数回発行。通信には良かったことはもちろん、喧嘩をし

たことも実名で載せている。喧嘩をしたから悪いということではなく、その解決に 
至るまでの経緯を載せることで子ど 
も達の成長の過程が分かるからだ。 
 学童は単に子どもを預かる場所と 
いうことではなく、子どもの自分づく 
りや、人との関係を学ぶ場所で、学校 
とは違う生活の学びの場の一つであ 
る。しかし、子どもが成長していく過 
程で学校・学童・家庭の 3つの場所と 
の関係だけでは不十分で、地域の人と 
のかかわりも重要になる。子ども達 
は、戦争体験のお話を伺ったり、石鹸 
作りやおやつ作りを教えてもらうな

どの交流を通じて、地域の人と関係ができ、みんなに支えられている、自分も地域

社会の一員だと学習していく。アミーゴでは、地域の人にも子ども達の成長にかか

わってもらいたいと考えている。「学童で何かを指導するということだけでなく、

子ども達が帰宅時に危険なことをしていたら注意してもらうなど、“子どもを育て

る地域の目”になってもらいたい。そのためには学校や地域のお祭りなどにアミー

ゴも参加し学童への理解を求めていかなければいけないと思っている。子ども達の

成長のために大人たちが“手つなぎ”をしていくことが重要」と指導員の高橋さん

は話す。アミーゴは 4月から新たに、向台、向台第二、谷戸の 3つの学童クラブ
の運営をする。 
 

「子どもアミーゴ西東京（以下アミーゴ）」は西東京市のより良い学童クラブ（以下学童）づくりを目指し保護者がさ

まざまな課題を協議、市に提言するなどの活動をきっかけに集まった人たちで作った団体。はじめは自分の子どもの

ためという思いからだったが、協議を進めるうちに子どもを取り巻く様々な問題は学童に通う子どもに限られたこと

ではなく、地域全体の課題だと考えるようになった。そこで子どもが安心して過ごせる場作りを核としすべての子ど

もが持つ権利を保障し、安全･安心に暮らせる社会の実現を目指し立ち上がった。 

子どもアミーゴ西東京 
西東京市富士町 2-1-22 
TEL&FAX 042-463-7069 
ホームページ 
http://www.kodomoamigo.org/ 

学童を地域にとっての宝物に！ 
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指導員の高橋さん(左)と坂口さん(右) 

何を作るのかなぁ～手作り石鹸を教わりました。地

域のおとなの人の知恵をいっぱいもらっちゃいま

す。地球環境についても考えた一日。 

学童クラブとは、小学校等

に就学しているおおむね 10
歳未満の児童が、保護者の就

労や疾病等により昼間家庭

にいられない場合、保護者に

代わって学童クラブにおい

て生活の場を確保し、適切な

遊びや指導をおこなうこと

で、心身の健全な育成を図る

ことを目的にしている。 

北原学童で一番人気の Sケン。 
チーム対抗で宝をとってくる。 

 

 




